
(57)【要約】

【課題】超音波プローブを被検者の体内粘膜等に長時間

にわたって触れた状態にしても、ライトガイドの射出端

からの発熱による火傷を生じることなく超音波断層診断

を行うことができる超音波内視鏡の先端部を提供するこ

と。

【解決手段】超音波プローブ３を熱伝導率の小さな部材

からなる先端部本体２に取り付けると共に、ライトガイ

ド７の射出端部７ａからの発熱を外部に放熱するための

熱伝導率の大きな部材からなる放熱部材６を、ライトガ

イド７の射出端部７ａに接触して超音波プローブ３には

接触しない状態に先端部本体２に設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 信 号 を 発 受 信 走 査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 光 学 観 察 を す る た め の 観 察 窓 と そ
の 光 学 観 察 範 囲 を 照 明 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 と が 配 置 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先
端 部 に お い て 、
　 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ を 熱 伝 導 率 の 小 さ な 部 材 か ら な る 先 端 部 本 体 に 取 り 付 け る と 共 に 、
上 記 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 部 か ら の 発 熱 を 外 部 に 放 熱 す る た め の 熱 伝 導 率 の 大 き な 部 材 か
ら な る 放 熱 部 材 を 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 部 に 接 触 し て 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 接 触
し な い 状 態 に 上 記 先 端 部 本 体 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 放 熱 部 材 が 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 面 の 周 囲 の 領 域 に お い て 外 表 面 に 露 出 し て
い る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 放 熱 部 材 が 、 上 記 観 察 窓 の 奥 に 配 置 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 に 直 接 又 は 熱 伝 導 率 の 大 き
な 部 材 を 介 し て 接 触 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端
部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に は 一 般 に 、 例 え ば 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 信 号 を 発 受 信
走 査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ ９ １ と 光 学 観 察 を す る た め の 観 察 窓 ９ ２ と そ の 光 学 観 察 範
囲 を 照 明 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド ９ ３ の 射 出 端 ９ ３ ａ と が 、 先 端 部 本 体 に 取 り 付 け ら れ て
配 置 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ５ ８ ２ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 照 明 光 を 伝 達 す る ラ イ ト ガ イ ド ９ ３ の 射 出 端 ９ ３ ａ 付 近 は 、 照 明 窓 に 配 置 さ れ て い る カ
バ ー ガ ラ ス ９ ４ の 表 裏 両 面 で 照 明 光 が 反 射 さ れ る 現 象 等 に よ っ て 発 熱 す る が 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ ９ １ が 併 設 さ れ て い な い 一 般 の 内 視 鏡 の 場 合 で あ れ ば 、 発 熱 部 や そ の 周 辺 が 被 検 者 の
体 内 粘 膜 等 に 長 時 間 に わ た っ て 直 接 触 れ る よ う な 使 い 方 は さ れ な い の で 問 題 と は な ら な い
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 気 体 内 を 伝 わ り 難 い 特 性 を 有 す る 超 音 波 を 発 受 信 す る 超 音 波 内 視 鏡 の 場 合 に は
、 超 音 波 プ ロ ー ブ ９ １ を 被 検 者 の 体 内 粘 膜 等 に 長 時 間 に わ た っ て 触 れ た 状 態 に す る 場 合 が
あ り 、 ラ イ ト ガ イ ド ９ ３ の 射 出 端 ９ ３ ａ 付 近 か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ ９ １ に 伝 わ っ た 熱 で 体 内
粘 膜 に 火 傷 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 者 の 体 内 粘 膜 等 に 長 時 間 に わ た っ て 触 れ た 状 態
に し て も 、 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 か ら の 発 熱 に よ る 火 傷 を 生 じ る こ と な く 超 音 波 断 層 診 断
を 行 う こ と が で き る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 超 音 波 信 号 を 発 受 信 走
査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 光 学 観 察 を す る た め の 観 察 窓 と そ の 光 学 観 察 範 囲 を 照 明 す
る た め の ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 と が 配 置 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 超 音 波 プ
ロ ー ブ を 熱 伝 導 率 の 小 さ な 部 材 か ら な る 先 端 部 本 体 に 取 り 付 け る と 共 に 、 ラ イ ト ガ イ ド の
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射 出 端 部 か ら の 発 熱 を 外 部 に 放 熱 す る た め の 熱 伝 導 率 の 大 き な 部 材 か ら な る 放 熱 部 材 を 、
ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 部 に 接 触 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 接 触 し な い 状 態 に 先 端 部 本 体 に 設
け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 放 熱 部 材 が 、 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 面 の 周 囲 の 領 域 に お い て 外 表 面 に 露 出 し て い
て も よ く 、 放 熱 部 材 が 、 観 察 窓 の 奥 に 配 置 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 に 直 接 又 は 熱 伝 導 率 の 大 き
な 部 材 を 介 し て 接 触 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 部 か ら の 発 熱 が 放 熱 部 材 を 介 し て 放 熱 さ れ て 超
音 波 プ ロ ー ブ の 温 度 を 上 げ る 要 因 と し て 作 用 し な い の で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 者 の 体 内
粘 膜 等 に 長 時 間 に わ た っ て 触 れ た 状 態 に し て も 、 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 か ら の 発 熱 に よ る
火 傷 を 生 じ る こ と な く 安 全 に 超 音 波 断 層 診 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 超 音 波 信 号 を 発 受 信 走 査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 光 学 観 察 を す る た め の 観 察 窓 と そ
の 光 学 観 察 範 囲 を 照 明 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 と が 配 置 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先
端 部 に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 熱 伝 導 率 の 小 さ な 部 材 か ら な る 先 端 部 本 体 に 取 り 付 け る
と 共 に 、 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 部 か ら の 発 熱 を 外 部 に 放 熱 す る た め の 熱 伝 導 率 の 大 き な 部
材 か ら な る 放 熱 部 材 を 、 ラ イ ト ガ イ ド の 射 出 端 部 に 接 触 し て 超 音 波 プ ロ ー ブ に は 接 触 し な
い 状 態 に 先 端 部 本 体 に 設 け る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部
１ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 ２ は 、 例 え ば ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の よ う に 熱 伝 導 率 の 小
さ い プ ラ ス チ ッ ク 材 に よ り 形 成 さ れ て い て 、 そ の 先 側 半 部 の 側 面 に 、 側 方 に 向 か っ て 超 音
波 信 号 を 発 受 信 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ る 超 音 波 走 査 範 囲 の 方 向 を 光 学 観 察 す る た め の 観 察 窓 ４ と 光 学 観
察 の 照 明 光 を 射 出 す る た め の 照 明 窓 ５ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 等 の よ う に 熱 伝 導 率 の 大 き
な 金 属 材 に よ り 形 成 さ れ て 先 端 部 本 体 ２ の 後 半 部 分 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 放 熱 部 材 ６ の 表 面
に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 放 熱 部 材 ６ は 、 図 １ に お け る II－ II断 面 を 図 示 す る 図 ２ に も 示 さ れ る よ う に 、 先 端 部 本
体 ２ の 後 側 半 部 の 側 壁 面 に 形 成 さ れ た 凹 部 を ピ ッ タ リ と 埋 め る 状 態 に 配 置 さ れ て 先 端 部 本
体 ２ と 接 着 剤 等 に よ り 一 体 的 に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ７ は 、 光 学 観 察 範 囲 を 照 明 す る 照 明 光 を 伝 達 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル
で あ り 、 そ の 射 出 端 部 ７ ａ は 放 熱 部 材 ６ に 形 成 さ れ た 孔 内 に 挿 通 さ れ て 放 熱 部 材 ６ と 全 周
で 接 触 し て お り 、 射 出 端 面 ７ ｂ は 照 明 窓 ５ の 裏 面 に 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 観 察 窓 ４ の 裏 面 位 置 に は 対 物 光 学 系 ８ が 配 置 さ れ て い て 、 被 写 体 の 像 を 撮 像 す る た め の
固 体 撮 像 素 子 ９ が 対 物 光 学 系 ８ に よ る 被 写 体 の 投 影 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 固 体 撮 像 素 子
９ は 、 そ の 後 方 に 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る 電 子 部 品 （ 図 示 せ ず ） 等 と 共 に 、 熱 伝 導 率 の 大
き な 導 電 性 金 属 か ら な る シ ー ル ド 筒 １ ０ で 囲 ま れ た 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 そ の よ う な 固 体 撮 像 素 子 ９ が 放 熱 部 材 ６ と 接 触 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。 厳
密 に は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 固 体 撮 像 素 子 ９ が 、 間 に シ ー ル ド 筒 １ ０ を 介 し て 半 周 の
範 囲 で 放 熱 部 材 ６ と 接 触 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 さ れ る １ ２ は 超 音 波 信 号 線
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挿 通 路 、 １ ３ は 処 置 具 挿 通 路 、 １ ４ と １ ５ は 、 図 示 さ れ て い な い バ ル ー ン を 膨 縮 さ せ る た
め の 脱 気 水 の 送 排 水 路 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 の よ う に ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ７ の 射 出 端 部 ７ ａ と 固 体 撮 像 素 子 ９ と に 接
触 し て 先 端 部 本 体 ２ に 取 り 付 け ら れ た 放 熱 部 材 ６ は 、 そ の 側 面 部 分 が 外 表 面 に 大 き く 露 出
し 、 ま た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ７ の 射 出 端 面 ７ ｂ に 面 す る 照 明 窓 ５ の 周 囲 で も 外
表 面 に 露 出 す る 状 態 に な っ て い る 。 そ し て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ は ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ
ン ド ル ７ の 射 出 端 部 ７ ａ や 固 体 撮 像 素 子 ９ に 対 し て 熱 伝 導 率 の 小 さ な 先 端 部 本 体 ２ に よ り
熱 的 に 隔 離 さ れ た 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ７ の 射 出 端 部 ７ ａ や 固 体 撮 像 素 子 ９ か ら の
発 熱 は 放 熱 部 材 ６ を 介 し て 外 部 に 放 熱 さ れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 温 度 を 上 げ る 要 因 と し て
作 用 し な い の で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ を 被 検 者 の 体 内 粘 膜 等 に 長 時 間 に わ た っ て 触 れ た 状 態
に し て も 火 傷 が 起 き ず 、 安 全 に 超 音 波 断 層 診 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し 、 図 ４ は そ の ラ イ ト ガ イ ド
フ ァ イ バ バ ン ド ル ７ の 射 出 端 部 ７ ａ 付 近 を 拡 大 し て 示 し て お り 、 第 １ の 実 施 例 に 比 べ て 放
熱 部 材 ６ を 小 さ く 形 成 し て 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ７ の 射 出 端 部 ７ ａ 部 分 だ け を
囲 む 状 態 に 先 端 部 本 体 ２ に 埋 設 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 例 と 同 様 で あ り 、 放 熱 部 材 ６ が ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド
ル ７ の 射 出 端 面 ７ ｂ に 面 す る 照 明 窓 ５ の 周 囲 で 外 表 面 に 露 出 す る 状 態 に な っ て い る の で 、
ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ７ の 射 出 端 部 ７ ａ か ら の 発 熱 が 放 熱 部 材 ６ を 介 し て 外 部 に
放 熱 さ れ る 。 固 体 撮 像 素 子 ９ か ら の 発 熱 に 比 べ る と ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル ７ の 射
出 端 部 ７ ａ か ら の 発 熱 の 方 が 格 段 に 大 き い の で 、 こ の よ う に 構 成 し て も 十 分 に 火 傷 防 止 の
効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 図 １ に お け る II－ II断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 部 分 拡 大 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体
　 ３ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ４ 　 観 察 窓
　 ５ 　 照 明 窓
　 ６ 　 放 熱 部 材
　 ７ 　 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ バ ン ド ル
　 ７ ａ 　 射 出 端 部
　 ７ ｂ 　 射 出 端 面
　 ９ 　 固 体 撮 像 素 子
　 １ ０ 　 シ ー ル ド 筒
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